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太 陽 光 発 電 は、他 の発 電 設 備と同 様 に経 年 劣 化していき、設 置 から� � 年 ～ � � 年 程 度で修
理・交 換 が必 要になります。そこで昨 今 注 目されているのが、リパワリングという技 術です。
太陽光発電の売電収益を伸 ばしたい時や発電量を回復させたい場合に役立ちます。

そこで今 回 は、太 陽 光 発 電 にお けるリパワリングの 意 味や特 徴 、利 用メリットや注 意 点 に
ついて詳しくご紹 介します。太 陽 光 発 電 の 設 備 を見 直す必 要 が ある方 や太 陽 光 発 電 の 経
年劣化で発電量低下に悩む方は、参考にしてみてください。

リ パ ワ リ ン グ と は ？ 太 陽 光 発 電 の 性 能 を 引 き 上 げ よ う ！
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リ パ ワ リ ン グ と は ？

リパワリングは、経 年 劣 化した設 備 を新しい 設 備と入 れ 替えたり追 加 のモジュールを取り付 けたりしながら出 力

の増強を図る専門用語です。

また、太 陽 光 発 電 にお けるリパワリングとは、耐 久 年 数 の 過ぎた太 陽 光 パ ネ ルやパワーコンディショナなどを新

品と交換しながら発電量の増加を図る行動のことです。

太 陽 光 発 電 の発 電 量 は、自 家 消 費と売 電どちらのケースでも重 要 な要 素で、発 電 効 率 低 下による損 失を防ぐ必 要

があります。リパワリングは、太陽光発電を行う全ての方にとって覚えておくべき考え方といえます。

太 陽 光 発 電 で リ パ ワ リ ン グ が 重 要 な 理 由

リパワリングの意 味 を把 握したあとは、なぜ太 陽 光 発 電 を運 用する際 にリパワリングが 重 要 なのか、早 めに行う

のが大切なのか、という点について確認していきます。

��年から��年程度で劣化してしまうため

太 陽 光 発 電 は、他 の発 電 設 備と同 様に経 年 劣 化していき、いずれ故 障してしまいます。太 陽 光パネルの寿 命 は、一

般 的 に� � 年 ～ � � 年 程 度とされています。また、配 線 の腐 食や半 導 体 の劣 化 、ガラス部 分 の変 色や破 損 などによっ

て、徐々に発 電 量 が低 下します。パワーコンディショナの寿 命 は、太 陽 光パネルより短い� � 年 ～ � � 年 程 度です。経

年 劣 化していくと、直 流 電 力 を交 流 電 力 へ変 換するた め の 機 能 が 低 下していきます。発 電 効 率 が 低 下してしまう

と、いくら太陽光パネルで発電しても売電収入を増やせませんし、自家消費に回すこともできません。リパワリング

は、太陽光パネルやパワーコンディショナなどの劣化に対応するための重要な方法といえます。

半導体技術の向上が続いている

太 陽 光パ ネルやパワーコンディショナ、遠 隔 監 視 装 置 などに組 み込まれている半 導 体 技 術 は、向 上し続 けていま

す。太 陽 光 パ ネル の 太 陽 電 池 は、技 術 向 上 によって発 電 効 率 � � . � ％ を超えているタイプも販 売されています。他

にもパワーコンディショナの 技 術 は、電 力 の 変 換 効 率 に加えて、制 御 機 能や熱 暴 走 防 止 の 送 付 機 内 蔵 、サイズ の

小 型 化 など、さまざまな点で向 上しています。また、オプティマイザと呼 ばれる発 電 量 などのモ ニタリング機 能 が

付 いたパワーコンディショナもあり、よりコンパクトな形で効 率よく発 電 を行えます。このように太 陽 光 発 電 業 界

は、常に技術の更新・向上が続いているので、定期的にリパワリングを検討するのが重要です。
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売電収益を伸 ばすにはFIT期間でなけれ ばい けない

太 陽 光 発 電 投 資で売 電 収 益 を伸 ばしたい 場 合 は、F I T 期 間 中 にリパワリングを検 討する必 要 が あります。F I T 制

度 の固 定 買 取 期 間 は、出 力 � � k W 未 満で� � 年 間 、� � k W 以 上で� � 年 間と定 められています。さらに卒 F I T 後 の電

力 買 取 価 格 は 、固 定 買 取 価 格より� k W h あたり数 円 安 い 水 準です。リパワリングで売 電 収 益 を伸 ばしたい 時 は 、

F I T 期 間 中 に進 めるの が 大 切です。なお、自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 はF I T 制 度 の影 響 を受 けないため、時 期 に限ら

ずリパワリングを検討しやすいといえます。

経年劣化による発電量低下を改善できる

太 陽 光 発 電 のリパワリングは、経 年 劣 化 による発 電 量・発 電 効 率 低 下 の 改 善 につながります。前 半でも触 れたよ

うに太 陽 光パネルやパワーコンディショナ、配 線 など各 種 機 器 類 は、徐々に劣 化していき、故 障もしくは性 能 低 下

してしまいます。経 年 劣 化 が 進 む 前 にリパワリングを行ってお けば、設 備 導 入 時と同 程 度 の 発 電 量や発 電 効 率ま

で回 復させることが 可 能です。太 陽 光 発 電 を� � 年 、� � 年 、� � 年と運 用し続 けたい 時 は、リパワリングを前 提とし

た稼働を考えておくのが大切です。

新製品の導入により発電効率向上と売電収入アップ

設 備 導 入 時より性 能 のアップした太 陽 光 パ ネ ルやパワーコンディショナへ交 換できるの が、リパワリングの 大き

なメリットです。太 陽 光 パ ネ ル など各 種 製 品 の 性 能や耐 久 性 などは 、� 年や� � 年で向 上します。特 にパ ワーコン

ディショナは 、モ ニタリング機 能 や冷 却 機 能 内 蔵 など、新 た な 機 能 が 追 加されたタイプも開 発・販 売されていま

す。リパワリングによって新 製 品を導 入した場 合 は、設 備 導 入 時を上 回る発 電 量 の確 保をはじめ、設 備 の小 型 化、

耐 久 性 の 向 上 、有 効 電 力 の 出 力 向 上 などといったメリットを得られます。新 製 品 による性 能 向 上 は 、電 気 代 削 減

効果を伸 ばせます。なお、FIT期間中の出力向上に関する注意点は、次の項目で解説します。

経年劣化による事故や火災などのリスクを抑えられる

リパワリングは、安 全 面でもメリットのある考え方です。経 年 劣 化 によって太 陽 光 パ ネル 内でショートしたり配 線

の被覆が破 れたりしてしまうと、火災や漏電のリスクをまねいてしまいます。メンテナンスとリパワリングを定期的

に行っておけば、劣 化した箇 所を見つけられますし、故 障リスクの高い状 態で運 用し続 けずに済 みます。太 陽 光 発

電の事故リスクを抑えるには、定期的なメンテナンスとリパワリングも重要です。

太 陽 光 発 電 で リ パ ワ リ ン グ を 行 う メ リ ッ ト

ここからは、太陽光発電を長期的に運用していく上で、リパワリングを行うメリットを分かりやすく紹介します。
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リ パ ワ リ ン グ の 注 意 点

続いては、リパワリングを検討する際に注意しておくべきポイントを�つ紹介します。

機器交換の費用がかかる

各種機器の購入および交換による費用負担 が発生するため、リパワリングの予算を確保できるか事前に確認して

おくのも大 切です。リパワリングの 方 法 は、太 陽 光 発 電 の 施 工 会 社や販 売 店 へ相 談 もしくはリパワリング専 門 の

業者へ依頼する�種類から検討できます。どちらの方法でも太陽光パネルやパワーコンディショナの購入費用と交

換 工 事 費 用 は か かるため 、� � � 万 円 単 位で予 算 を検 討しておく必 要 が あります。また、最 新 の 設 備 を導 入する場

合は、一般的な太陽光パネルやパワーコンディショナなどより費用負担がかかる場合もあります。

太陽光パネルの出力更新を伴う交換はFIT期間中に行えない

太 陽 光 パ ネルの出 力 更 新 を伴うリパワリングは、F I T 期 間 中 に行えない 点 に注 意 が 必 要です。太 陽 光 パ ネル � 枚

あたりの出 力 は、年 々改 善しています。F I T 制 度 開 始 当 初 の出 力 は、� 枚あたり� � � W 程 度でした。それ が � � � � 年

には、� 枚 あたり� � � W 以 上でかつ値 下 がりしています。F I T 期 間 中 に太 陽 光パ ネルを交 換した場 合 、出 力を向 上

させやすい 状 況です。しかし、経 済 産 業 用では 、F I T 期 間 中 の 太 陽 光 パ ネ ル に関する出 力 の 向 上や増 設 を認 めて

いません。F I T 制 度 の規 制を無 視すると認 定 取り消しなどのペナルティを受 けるため、リパワリングによる出 力 向

上については卒FIT後に検討するのが重要です。

収益率の向上は固定買取価格の状況によっても変 わる

リパ ワリングでどれ だけ収 益 率 が 向 上するかは 、いつF I T 認 定 を受 けた か によって変 わります。固 定 買 取 価 格 は

年々下 落しているので、FIT制度発 足当初の����年や����年などに認定を受 けていた設備の方 がより多くの売

電 収 入 を得られます。また、リパワリングによる投 資 効 果 は 、固 定 買 取 価 格 の 単 価 によっても左 右されます。なぜ

なら、F I T 期 間 中 に向 上できるの が、太 陽 光 パ ネル の出 力（発 電 量 の上 限）ではなくパワーコンディショナの発 電

効率（電力の変換効率）だからです。（※FIT期間中のパネル増設、パネル出力アップは禁止）簡単に説明すると高

い 固 定 買 取 価 格であ れ ばあるほど、リパワリングで収 益 率 の改 善および大 幅 な向 上 を期 待することが 可 能です。

� � � � 年 から高 い固 定 買 取 価 格で太 陽 光 発 電 投 資を始 めるなら、中 古 太 陽 光 発 電を購 入するのがおすすめです。

弊 社とくとくファームでは、� � � � 年や� � � � 年 など、高 い 固 定 買 取 価 格でF I T 認 定 を受 けた中 古 太 陽 光 発 電 物 件

を多数掲載しています。
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リパワリングの際に見直しておきたい周辺設備

リパワリングを行う際は、太陽光パネルやパワーコンディショナの他にも周辺設備や機器を点検、交換すべきか確

認しておくのが大切です。たとえば、架台やフェンスの腐食、配線類の被覆や接続部などといった状態を確認してお

くのがおすすめです。太 陽 光 発 電 設 備 はメンテナンスフリーではありませんので、メンテナンス業 者と契 約し、定 期

的に部品や機器、敷地内の状態を確認してもらうのが大切です。

リ パ ワ リ ン グ で 設 備 不 良 防 止 や 売 電 収 益 の 改 善 を 目 指 そ う ！

リパワリングは、新 品 の太 陽 光 パ ネルやパワーコンディショナへ交 換し、劣 化 による発 電 量や発 電 効 率 低 下 の改

善 を図る考え方・行 動 を指しています。特 に収 益 率 の 改 善 を見 込 めるの は、� � � � 年や� � � � 年 など、高 い 固 定 買

取 価 格でF I T 認 定を受 けた設 備です。太 陽 光 発 電 投 資を検 討している方や太 陽 光 発 電 の設 置 から� � 年 程 度 経 過

している方は、今回の記事を参考にリパワリングや中古太陽光発電を検討・調 べてみてはいかがでしょうか？弊社

とくとくファームでは、中 古 太 陽 光 発 電 物 件 情 報 の 掲 載 をはじめ 、売 買 契 約 の 仲 介 手 続きや税 務 処 理 のサポート

まで一 括 対 応しています。� � � � 年 以 前にF I T 認 定を受 けた中 古 太 陽 光 発 電 は、これから新 規で認 定を受 けるより

高い固定買取価格で売電を始 められます。中古太陽光発電を導入したい時は、メールや電話よりお気軽に問い合

わ せください 。より詳しくサービス を 聞きた い 方 、中 古 太 陽 光 発 電 のメリットを 知りた い 方 は 、無 料 の 個 別 セミ

ナーもおすすめです。同セミナーは、基礎からサービス概要などあらゆる疑問にお応えします。



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


